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板鯛類の歯に関する用語

矢部英生＊ ・後藤仁敏*＊

ばんきいるぃ

板鯛類は，軟骨魚網のもっとも主流をしめる一亜綱

であり，現生のサメ・エイ類で代表される．板鯛類の

歯は，特に化石として発見されることが多く， また分

類形質として有効であることから，古生物学では重要

な研究対象となっている． また，解剖学や魚類学など

の面からも,板鰡類の歯は重要な研究対象となっている

ところで，板鰡類の歯の形態や組織に関する用語に

ついては， これまで多くの研究がおこなわれてきた．

欧米では, Leriche (1905.1910,1926),Casier (1947a,

1947b,1947c),IZjrvig(1951),Applegale(1965),Peyer

(1968),Cappetta (1970),Ledoux (1970,1972),Reif

(1973),Halslead (1974)などによって，板鯉類の歯

に関する用語が提唱・総括され， これらが一般的に用

いられてきた．近年, Cappetta (1987)は，中生代以

降の板鯛類化石についてとりまとめたが，その導入部

で歯に関する用語の再総括をおこなった。板鯏類の歯

32b2a

１
ｒ
即
０

Tib Prm

図1 9 1．シロワニCarChar/asial"･usRafinesque 1810の歯種2.サメの歯の組織[2a，真正象牙質をもつメジロザメ属
Ca『℃/7ammUs;2b,梁柱象牙質をもつネズミザメ属Lam"a] 3,サメの下顎骨の断面
図中の略号は表113, 5, 6の略号に対応する. Cappetta (1987) を一部修正した．
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図2： 1． オオワニザメ科のPabeo/7"｡ofodUsrUio"(Winkler, 1874)の前歯[1a,唇側面観i lb,舌側面観i lC,近心側観] 2．ウロ
コアイザメCe"Op"ﾉUsgra"Ubs"sMOllerandHenle.1837の下顎側歯[2a,舌側面観;2b,唇側面観] 3.仮想上のサメの歯.舌側面
観4．ヨロイザメSCym"o巾mUs(=De灼脂s)"bhaBo"apa"e,1846の下顎接合歯，唇側面観5. S."haの下顎側歯，舌側面観6｡アカ
エイ屋Dasya(issp.の歯[6a,咬合面観;6b，基底面観] 7.サカタザメ亜目のMyﾉe"ph"sbPa""usCopel876の歯[7a,舌側面
観i7b，基底面観;7C隣接面観i7d，咬合面観] 8.ウチワザメP伯MhmasjnensiS(Lacepede.1803)早の側歯，咬合面観
図中の略号は表1-7の略号に対応する．Cappetta(1987)を一部修正した．
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表1 ：板鯛類の歯に関する用語の英語と日本語名
表中の略号は図1， 2に対応する．英語名はCappetta(1987)から引用した

日本語名英語名日本語名英語名

(図1‐2，3）
エナメロイド

機能歯

メッケル軟骨

真正象牙質準5
多生歯性
保護膜

歯髄腔

歯胚*6
梁柱象牙質蕊7

5.歯の発生・組織等に関する用語
enameloidCnl)

filnctionalteeth(FOt)

Meckel0scartilage(Mk)

orthodentine(Or)

polyphyodont

protectivemembrane(Prm)
pulpcavity(Puc)

replacementteeth(Ret)
tmbeculardenline(Irb)

6.歯.歯列の方向に関する用語8
distal

labial

lingual
mesial

1.歯列に関する用語－1
dentition

dignathicheterodonty
heterodont

homodont

monognathicheteI℃donty
sexualdenlaldimorphiSm

2・歯列に関する用語－2拳】
clutching-granding-type

clutChing-type

cmshing-type

cuttingsensustrictosubtype
●

cutting-clutchingsubtype

cutting-type

ganding-type
●

teanng-type

歯群，歯系
上下顎間の異形歯性

異形歯性

同形歯性

単顎内の異形歯性
歯群の性的二型，歯系の性的二型

噛みつき一すり潰し型
噛みつき型

押し潰し型

純切断亜型

切断一噛みつき亜型
切断型

すり潰し型

引き裂き型

(図1‐1）
遠心，遠心側
唇側

舌側

近心，近心側

。

7.歯の外部形態等に関する用語（図2）
apex(Apx)

aPron(Apl)

basaledgeoftherootGer)
basalf"eoftheroot但旬

baSalview

button-hole$uh)

centralfbramen(Cf)

completecuttinged"(Cce)
crown(Cro)

cusp(Cus)

distalcrowntongue(Dct)

distalcusplets(Dic)

咬頭尖，尖頭尖，咬頭頂，尖頂
エプロン，基底突起論9
歯根基底縁，歯根基底辺縁
歯根基底面

基底面観

ボタンホール，ボタン穴

中心孔，栄養孔零'0
完全縁，完全切縁掌'’
歯冠

咬頭，尖頭*'2
遠心冠舌

遠心側咬頭，遠心副咬頭，
遠心小咬頭灘'3
遠心縁

3.歯種に関する用語（図l-1)
anteriortooth(A)

mにmlediatetoolh(Int)

lateraltoothU_m)

parasymphysialtooth,
par"ymphysealtooth(Pas)
posteriortooth(Pot)

前歯

中間歯*2
側歯

傍接合歯*3
〃

後歯*4

4.歯根の血管形成に関する用語(Casier, 1947abc)
無溝段階anaulacorhizestage

半溝段階hemiaulacorhizestage
完溝段階holaUlacorhizestage

多溝段階polyaulacorhizestage
distalcuttinged鋲のce)



表1 ？つづき

英語名 日本語名 英語名 日本語名

dislalheel(Dih)

distalrool lobe(Drl)
distalview

distolingualhollow(Dlih)

infUndibulumUnf)

labialbulgeofthecrown(Lab)

labialfaceof(hecmwn(I_ac)

labiallilceoftheroot(Lar)

labialmarginalangles(Lama)

labialmarginaledgeofthecrown(Lme)

labialmarginalfmeofthecrown(Lmc)

labialmarginalfblaminaLami)
labialViCw

labialvisor(LaV)

labialzoneofthecmwn(IaZZ)

latemlcusplets(I_")

lingualbulgeoftheroot(Lbr)

lingualfaceofthecmwn(LiC)

lingualfaceoftheroot仏的
lingualmarginalangles(Lima)

lingualmarginaledrofthecrown(Lime)
lingualmarginalfaceofthecrown(Lmf)
lingualmarginalfbramina(LimO

lingualmarginaluvula(Lmu)

lingualnotchoftheroot(Lnx)

lingualpmlubelanceoftheroot(Lpr)
linguaIview

lingualvisor(Liv)

lingualzoneofthecmwn(Li"

lowerpaltofthelabialvisor(Llav)

Iowerpartofthelingualvisor(LliV)

marginalangles"")

遠心踵

遠心根，歯根の遠心部噸14
遠心側観*崎
遠心舌側面窩
漏斗

歯冠唇側隆起*'6
歯冠唇側面動'7
歯根唇側面

唇側隅角

歯冠唇側縁，歯冠唇側辺縁
歯冠側唇側面，歯冠側唇面
側唇側孔

唇側面観

唇側廟

歯冠唇側域

側咬頭，副咬頭，小咬頭
歯根舌側隆起

歯冠舌側面簿'8
歯根舌側面

舌側隅角

歯冠舌側縁，歯冠舌側辺縁
歯冠側舌側面，歯冠側舌面
側舌側孔

舌側辺縁壷19
歯根舌側切痕
歯根舌側隆起零20
舌側面観

舌側廟
歯冠舌側域
唇側廟下部

舌側廟下部

辺縁隅角

遠位側咬頭，遠位副咬頭，
遠位小咬頭
正中唇側面窩

正中唇側管遡21
正中唇側孔

正中舌側垂

正中舌側管22
正中舌側孔

正中舌側稜，正中舌側隆線

近心冠舌

近心縁

近心踵

近心唇側面窩

近心根，歯根の近心部
近心側観

歯頚翅
栄養溝，中心溝“
歯冠咬合面

咬合面観

傍中心孔，傍栄養孔
隣接而観

近位側咬頭，近位副咬頭，
近位小咬頭
歯根

歯根(近心根,遠心根,または近心部，

遠心部など）
鋸歯縁

横稜，横隆線
垂

垂直稜,垂直隆練酉

marginalpairofcusplelS(Mpc)

medianlabialhollow(Meh)

medianlabialduct(Med)

medianlabiai fbramen"ef)

medianlingualuvula(Mlll)

medianlingualduct(M1d)

medianlingual ibramen(M10

medianlinguallidge(MIr)

mesialcrowntonguc(Mct)

mesialcuttingedge"ce)

mesialheel(Mhe)

mesial labialhollow(MIah)

mesialroollobe(Mrl)
mesialview

ncck(Nec)

nutritivegroove(Nug)

occlusalfzeofthecrown(OIc)
occlusalview

pamcentral fbmmen(PcO

proiileview

proximaipairofcusplets(Ppd)

ー

－］

root(Roo)

rootlobe(Rol)

seITatcdcuttingedge(Sce)

transversecIEst(1℃d

uvula(UvI)

verticalridges(Vel)



表1の脚註

念1 日本語名は谷内（1997）に従った．

黛2中間歯は、眼歯(eyetooth) 小歯(smalltooth)と同義である（久家・後藤1980;後藤1981 う後藤・大泰司1986).
櫛3顎の正中の左右に一対あるいは二対存在する小型の歯を傍接合歯といい． これは久家・後藤（1980）の接合歯(symphyseal tooth) と同義である．また，顎の正中部にただひとつ存在する
歯を接合歯(symphysialtooth,symphysealtooth)といい． これは久家・後藤(1980)の正中歯(mediantooth)と同義である．

露4アオザメなど多くの板鰐類の後歯は、形態・大きさともに側歯と連続していることから． これを独立した歯種としてみなす必要はないという意見もある（久家・後藤、 1980)．
索5真正象牙質は，細管象牙質(tubulardentine)と同義である(Haistead， 1974i後藤, 1978b, 1985, 1993;後藤・大泰司､ 1986;Goto， 1991).

幾6 replacementteethの直訳は置換歯であるが、 これは歯胚(toothgerm) という名称が一般的に用いられている（後藤1978a,1978b,1981,1985,1993う後藤・大泰司1986;Goto，
1991)．

*7梁柱象牙質は骨様象牙質(osteodentine)と同義である(Halsteadl974;後藤1978b, 1985, 1993;後藤・大泰司、 1986;Goto, 1991) ただし，後藤(1978a, 1978b， 1981,
1985, 1993)、後藤・大泰司（1986)、Goto (1991)では、歯根部を構成する硬組織を骨様組織(osseoustissue)と呼び，これを骨様象牙質・梁柱象牙質から区別している

金8この他個々の歯について．歯冠に近づく方向を歯冠側または冠側(coronal)、歯根に近づく方向を歯根側または根側(radical)という．歯冠について、咬頭側(cuspal),歯頸側または頸
側(ceIvical),歯根について、歯頸側または頸側(cervical).根尖側(apical)という（久家・後藤1980;後藤・大泰司19865藤田ほか、 1995).

*9エプロン・基底突起は，久家・後藤（1980）の基底突起(basalprocess)と同義である．エプロンは．歯冠歯頸側におけるエナメロイドの歯根側への突起をさすが．強く膨隆していること
で垂と区別される．

鯨10中心孔・栄養孔は、久家・後藤（1980)．後藤（1981, 1985入後藤・大泰司（1986）の栄養孔(nutritiveforamen)と同義である． これは歯髄に栄養を送る血管の通路であることから、
栄養孔という名称が一殻的に用いられている．

露11完全切縁・完全縁は、刃状の切縁が咬頭尖から歯頸まで達している平滑縁をさす(Kent,1994).

*12咬頭のうち三角錐状にするどく突出しているものを尖頭というが．英語名はともにCUSpである（後藤・大泰司, 1986).
窪13側咬頭・副咬頭・小咬頭は、久家・後藤(1980)、後藤(1981),後藤・大泰司(1986)の副咬頭(accessorycusp),側咬頭(sidecusp, lateralcusp) と同義である．ただし、ラブカ，

’℃""dIJs'}Xenaca""7Usなどの多咬頭歯(multitubrrculartooth)では、中心咬頭(centralcusp) とそれ以外の咬頭の大きさがさほど変らないか、 もしくは中心咬頭の方が低いものも知ら
れている．この場合は、中心咬頭以外のものを側咬頭近心咬頭(mesialcusp)、遠心咬頭(di､alcusp)などと呼ぶのが適当である．

．14歯根が2つあるいはそれ以上に明瞭に分岐している場合は，それぞれを近心根，遠心根，舌側根などという． また，歯根の分岐が不明瞭な場合は．歯根の近心部，遠心部、舌側部などとい
う．

翁15遠心側観は．上野（1975）の後縁観と同義である．

*16 bulgeは樽などの胴，ふくらみの意であるが． ここでは隆起と訳した. buigeofthecrownは、歯帯(cingulum)に相当すると考えられる．
*17唇側面は．上野（1975）の外側面と同義である．

識18舌側面は。上野（1975）の内側面と同義である．

翁19垂は、歯冠歯頸側におけるエナメロイドの歯根側への突起をさすが膨隆が弱いことでエプロンと区別される．

*20歯根舌側隆起は．久家・後藤（1980)，後藤（1981）の中心隆起(centralprotuberance)、後藤(1985),後藤・大泰司(1986)の中央隆起と同義である．
志21正中唇側管は．歯根唇側内部の正中を走る管をさす．

堂22正中舌側管は，歯根舌側内部の正中を走る管をさす．

讃23通常，歯冠と歯根の境界を歯頸というが，板鰐類の歯では両者の境界に帯状の薄いエナメロイドや満が発達することも多く， これも歯頸と呼ぶことがある．歯冠と歯根の境界に発達する帯
状の薄いエナメロイドを歯頸帯(cervicalband)と呼ぶこともある（久家・後藤1980;後藤1981. 1985;後藤・大泰司、 1986).

窯24栄養溝・中心溝は、久家・後藤（1980)，後藤（1981, 1985)．後藤・大泰司（1986）の中心溝(centralgroove).上野(1975)の孔溝と同義である
索25垂直稜・垂直隆線は、歯冠表面の歯頸側に発達する稜または隆線をさし．歯冠表面に発達する線状の構造を線条(striae)という（久家・後藤1980i後藤、 1981, 1985;後藤・大泰司

1986)

“



に関する英語名は， このCappetta (1987)によって総

括されたものが，現在は一般的に用いられている．

一方，国内では，上野(1975),後藤(1978a,1978b

1981. 1985, 1993),久家・後藤(1980),後藤・大泰司

（1986）などによって，板鯛類の歯に関する日本語名

が提唱・総括され，現在はこれが一般的に用いられて

いる．

しかし，欧米で用いられている英語名に対応する日

本語名がない用語も多く，板鯏類の歯の記載をおこな

うさいに混乱をきたしていた． また国内で用いられて

いる英語名と，欧米で用いられている英語名はまちま

ちであり，統一を欠いていた．

そこで，筆者らは，板鯉類の歯に関する日本語名と，

Cappetta (1987)によって総括された英語名について

比較と再検討をおこなった． また，英語名に対･応する

日本語名がないものについては， 日本語名に関するこ

れまでの研究のほかに， 日本解剖学会編(1987)や藤111

ほか(1995)を参考にして，用語の和訳を試みた（図

1, 2i表l ) . なお, Cappetta (1987)は中生代以降の

板認類についてとりまとめたものなので，今回比較と

再検討をおこなった用語も中生代以降の板鯉類の歯に

重点をおいたものである．それぞれの用語の定義や解説

については,引用文献を参照いただければ幸いである

本稿をまとめるにあたって, Henl･iCappella博士

(Unive!･sit6Montpelliern, フランス）には，板鯏類の

歯に関する用語についてご教示いただくとともに，励

ましの言葉をいただいた．記して，深謝の意を表する

藤田恒太郎，桐野忠大，山下靖雄(1995)歯の解剖学，

第22版．金原出版，東京, 259pp.

後藤仁敏(1978a) ドチザメの歯に関する組織発生学

的研究．口病誌45(4)， 527-584．

後藤仁敏(1978b)歯および皮歯からみた板鯏類の進

化と系統海洋科学， 10(2)， 26-33．

後藤仁敏(1981)軟骨魚類亀井節夫・後藤仁敏・大

森昌衛編，古生物学各論4-脊椎動物化石, 92-109,

築地書館，東京．

後藤仁敏(1985)板鰡類における歯の進化と適応地
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